
県⽴舞⼦⾼校による出前授業を学期に

２校ずつ（年間６校）開催してきまし

た。同世代の姿に刺激を受けた淡路三

原⾼校の⽣徒会が、市内の⼩学校で同

様に防災学習のワークショップを開催

させてほしいと市に要望したことで、

企画が実現されました。令和６年度も

引き続き開催を予定しています。

武⽥真⼀佐藤敏郎齋藤幸男
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防災ジュニアリーダー認定講座 ⼤学⽣・⾼校⽣が企画運営！
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地域総合防災訓練で
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防災教育を⽀える応援団

防災教育協定校

311いのちを守る教育研修

機構統括プロデューサー

⼤川伝承の会協同代表元宮城県⽯巻⻄⾼校学校⻑

津波想定の範囲にない内陸部では、防災

意識が⾼まりにくいという課題を知った

⼦どもたち。そこで昨年度は、内陸部の

学校の児童が「⾃分たちにできることは

何か？」を⼀⽣懸命考えました。隣三件

の家庭に声掛けをし、想定よりも２００

名も多くの地域の⽅が参加したのは、ま

ぎれもなく⼦どもたちの活動によるもの

です。このように多世代が関わる防災訓

練が、地域の防災意識の向上に寄与する

のではないかと注⽬が集まっています。

南あわじ市防災すごろく

⼩学⽣を対象とした防災WSに挑戦

中学⽣が中⼼となって、適正規模の学校相

互でパートナーシップを結び、緊急時や災

害時等で、⽀援を要する事態が⽣じた場合

に、各校がそれぞれの役割を果たし、積極

的に⽀援や共助ができるよう防災協定を締

結。近年では、トルコやトンガ、能登半島

地震復興⽀援募⾦を実施しました。

平成２９年度より宮城県南三陸町から仕⼊れ

た銀サケを学校給⾷に提供。園児、児童⽣徒

たちに給⾷を楽しんでもらうとともに、南三

陸町の復興⽀援の⼀助の取組として実施して

います。宮城教育⼤の武⽥真市特任教授によ

るオンライン防災学習を受け「この社会でと

もに⽣きるとはどういうことか」ということ

を考える機会となっています。

【初級】

元宮城県⽴⽯巻⻄⾼等学校⻑の齋藤幸男先⽣による避難所運営

ワークショップを開催。⾏政や教員グループとアイデアを出し

合います。避難所における共助について、⼦どもたちの柔軟な

発想は、⼤⼈を驚かせることも珍しくありません。

【上級】

⼤川⼩学校をはじめ震災遺構を訪問します。現地の⽅、⼀⼈ひ

とりの東⽇本⼤震災に触れるとともに、当時の⼩中学⽣の共助

の⾏動を知ることで、⾃分たちにできることを再度、考えるき

っかけとなりました。

南あわじ市と連携する⾼校・⼤学の学⽣を中⼼に学⽣発の新

たな防災教育のかたちを模索し、フォーラムの企画・運営を

進めます。本プロジェクトを通し、多世代による防災教育意

識と社会参画意識の向上を⽬指します。

 今年度からは、市内の総合防災訓練に位置づけ、取り組み

が新たな展開へ進展しています。


